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第1編 緒 論

余 ノ、嚢 二「過 敏 性 罷 質 ト結 核 」(其 ノー)二 於 テ、

過 敏 性燈 質 ガ結核 病 機 ヲ 如何 二規 制 スル カニ就

テ臨 林 的 統 計 的研 究 ヲ試 ミ,ソ ノ結 果,過 敏性

艦 質 ノ・結 核 病 機 ヲ良 性 二規 制 スルー 要 因 デ アル

トイ フ コ トテ明 カニ シ タ｡又 同(其 ノニ)二 於 テ、

喘 息 ト結 核 トノ相 互 關 係 二就 テ臨 林 的統 計 的研

究 ヲ行 ヒ、嚇 を、嚢 症 ノ・結核 病機 二封 シ好 影響 ラ

及 ボ ス、 併 シ ソ レハ嚇 慰 自罷 ノ直接 的 作 用 デ ナ

ク、 喘 息 ノ根 底 二横 ノ・ル過 敏 性艦 質 ノ作 用 デ ア

ル ト考 ヘ ナ 〆 レバ ナ ラヌ コ トヲ論 ジタ｡更 二 又

同(其 ノ三)二 於 テ、余 ノ・勝 部 ト共 二、「ツベ ル ク

リ ン」皮 膚 過 敏 性 ノ禮 質 的要 約 二就 テ 臨 林 的 統

計的 研 究 テ試 ミ、 ソ ノ結 果、 「ツベ ル ク リ ン」皮

慮 過 敏 性 ノ強 サニ封 シ テ過 敏性 艦 質 ガ… 要 約 ト

ナ ル コ トヲ護 明 シ、又 同(其 ノ四)二 於 テ、 「ヅベ

ル ク リ ン」皮 膚 過 敏 性 ト結 核 病 機 トノ 關 係 二 就

テ臨 林 的統 計 的 研 究 ヲ行 ヒ、 「ツベ ル ク リ ン」皮

噛 過 敏 牲 ノ強 サ ト結 核 病 機 ノ良 性 度 トハ 大 局 的

ニ ハ明 カナ李 行 的 關 係 ヲ示 ス コ トラ蘭 明 シ、 且

ツ カ ・ル關 係 ハ全 ク過 敏 牲禮 質 ノ介 在 二基 ク ト

見 ナ ケ レパ ナ ラ ヌ コ トヲ強 調 シ タ.

以 上 過 敏 性艦 質 ト結核 トノ關 係 二就 テ臨躰 的研

究 ラ先 ヅ練 論 的 二(其 ノー一 次 二 各 論 的 ニ(其 ノ

ニ 乃 至其 ノ四)試 ミタ ノデ アル カ、ソ ノ結 果 、結

核 病 機 二封 シテ禮 質 ガ關係 シテ居 ル、 郎 チ過敏

性 盟 質(刺 戟 二封 シ ヨ ク反 慮 スル盟 質)ガ 確 カニ

結 核 病 機 ノ良 性 度 ヲ規 制 ス ルー要 因 ラ ナ シテ居

ル コ トテ誼 明 シ得 タ ト信 ズ ル｡併 シ コノ コ トノ・

又 動 物 實 験 的 二詮 明 シ得 ル デ ア ラ ウ カ ドウカ｡

動 物 二於 テハ、 少 ク トモ 家 兎 ヤ 「モル モ.ト 」二

於 テハ、 人 間 二見 ラ レル ヤ ウナ過 敏 性 疾 患 ヲ観

察 スル コ トノ・不 可 能 デ ア ラ ウ｡從 ヅ テ動 物チ 就

テ過 敏 性 龍 質 ヲ把 握 スル コ トノ・嚴 密 二云 ヘバ不

可 能 デ アル｡併 シ人 間 二於 ケル過 敏 性 疾 患 ノ・一

方 遺傳 的 基 質 二立 脚 スル ト共 二他 方 後 天 的 ナ感

作 ニ ヨ ツテ始 メテ成 立 ス ル モ ノデ、 ソ ノ意 味 デ

過 敏 性疾 患 ノ機 韓 モ免 疫 學 的 ナ抗 原 抗罷 反慮 ナ

ノデ アル カ ラ、逆 二動 物 二於 ケ ル抗 禮 抗原 反慮

ヲ観 察 ス ル コ トニ ヨヅ テ、或 ル程 度 動物 ノ過 敏

性 龍 質 ヲ覗 ヒ得 ル ノデハ アル マ イカ｡カ ・ル考

方 ノ上 二立 ツ テ余 ノ・過 敏 性 髄 質 ト結 核 トノ關 係

二就 テ ノ動 物 實 験 的研 究 ヲ試 ミ ヨウ トス ルモ ノ
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ア ア ル｡

第2編 賓 験

第1章 實験其 ノー

第1節 實験目的

甑 二 結核 二罹 患 シテ居 ル 動 物 二 結 核 生 菌 「ワ ク

チ ン」及 ド 結核 死 菌 「ワ クチ ン」ヲ 皮 下注 射 ス ル

コ トニ ヨ ツ テ結 核 病 機 ガ如 何 二影響 サ レル カ ト

云 フコ ト ト、 「ワ クチ ン」注 射 局 所 ノ反慮 ノ模 様

ト結 核 病 機 ト ノ闘 二如 何 ナ ル關 係 ガ アル カ トイ

フ コ ト ・、 「ツ ・灼 ヒク リ ン」皮 内反 慮 ノ程 度 ト結

核 病 機 ト ノ間 二如 何 ナ ル關 係 ガ アル カ トイ フ コ

ト ・ヲ見 ヨ ウ トスル モ ノデ アル｡

第2節 實験方法

第1項 費験動物

R6mer氏 反慮陰性 ナ成熟健常家兎24頭 チ探

リ、之ヲ次 ノ諸群二分ケタ｡

(甲)封照群(結 核感染 ノミ)4頭

(乙)結核生菌「ワクチン」注射群

(生菌 「ワ クチ ン」1m9)

(丙)同 上

(生菌 「ワ クチ ン」0.1mg)

(丁)結 核 死 菌 「ワ ク チ ン」注 射 群

(死菌 「ワ ク チ ン」10mg)

伐)同 上

(死菌 「ワ クチ ン」1mg)

第2項 結核 感 染

6頭

5頭

5頭

4頭

「グ リセ リ ン」寒 天 二約2ケ 月培 養 シ タ人 型 結 核

菌 安達 株 ノ100分 ノ1mg菌 量 ヲ用 ヒ、 昭 和15

年9月13日 全 家 兎 二 封 シ 耳 静脈杓 接 種 ヲ施 シ

ニタ◎

第3項 結 核 菌 「ワ クチ ン」注 射

感 染 二用 ヒ タ ト同 一 菌株 ヨ リ調 製 シタ 生 菌 「ワ

クチ ン」或 ノ・加 熱 死 菌 「ワ ク チ ン」ヲ用 ヒ
、 昭 和

15年11月6日 ト 同12月6日 トノ2同 二 亙 リ

反復 シテ磐 部 皮 下 二注 射 シ タ｡

第4項R6mer氏 反 鷹 及 ビKoch

氏 現 象 検 査

R6mer氏 反慮 ノ・昭 和15年10月15日 ト同12月

18日 ト ノ雨 同 二亙 リ検 査 シ、Koch氏 現 象 ノ、結

核 「ワ ク チ ン」注 射 ノ後約1週 間 二 當 ル 昭 科15

年11月13日 ト同12月13日 ト ノ雨 同 二之 テ観

察 シ タ｡R6mer氏 反 鷹 ノ検 査 法 ノ、、 傳 研 製 薔

「ツベ ル ク リ ン」ノ生 理 的 食盤 水5倍 稀 繹 ノモ ノ

0.1c.c.ラ 豫 メ脱 毛 シテ アル 腹 部 皮 内 二注 射 シ、

約24時 間 後 二於 ケ ル局 所 ノ 反 慮 テ検 査 シ、 襲

赤 ・腫 脹 ・鮮 活 度 ヲ互 ニ参 酌 シテ次 ノ5等 二分 類

ス ルレo

(一)無 反 慮｡

ぐ±)反 鷹 痕 跡 的 ナ ル カ、直脛10mm以 下 ノ

＼蒼 白 ナ腫 脹｡

ぐ十)嚢 赤 直脛10mmマ デe

(井♪ 登 赤 直 径11mm乃 至20mmマ デ｡

(椥 嚢 赤 直 脛21mm以 上｡

次 二Koch氏 現 象 判 定 法 ノ・、 「ワ ク チ ン」注 射 後

約1週 間 目ニ於 ケル注 射 局 所 ノ反 鷹 ラ観 察 シ、

硬 結 ノ程 度 ニ ヨツ テ次 ノ5等 二分 類 スル｡

で一)

吐)

(十)

ぐ升)

無 反 慮｡

反癒 痕 跡 的｡

硬 結 貢 径5mm以 下 、 タ トビ5mm以

上 轟及 ブ モ隆 起 ノ著 明 デナ イモ ノ
｡

硬 結 直脛6mm乃 至10mmマ デ、タ ト

ビ10mm以 上 二 及 ブモ 隆 起 ノ著 明 デ

ナ イモ ノ｡
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(辮〉 硬結直纒11mm以 上デ且 ツ隆起 ノ著

明ナモノ.

第5項 貿験期間

昭和15年9月13日 結核菌接種ヲ以 テ實験 ヲ開

/

始 シ、 途 中艶 死 黙 ハ ソ ノ都度 剖 検 二附 シ、残 存

セ ル モ ノハ 昭和16年4月11日(實 験 開 始 後210

日)二 屠 殺 剖 検 シテ實 験 ヲ終 了 シタ｡

駕

態

悔

ー
、

第3節 實験成績

先 ヅ 本實 験 ノー賢 表 テ示 セ バ第1表 ノ如 ク デ アルe

第1表 實験 第一 ノ成績 ノー・覧表
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2)R6mer氏 反 慮 ノ強 弱 ト生 存 日撒 ノ長 短 ト

ノ關 係 ヲ 晃 ルニ 、第1圖 ノ如 ク デ即 チR6mer

氏 反 慮 ノ強 陽 性群/2同 検 査 シ タ ウ チ 少 クモ1

Koch現 象
㎜ 一 ㎜㎜ …
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同 ハ 直艇11mm以 上 チ示 ス〉ハ 弱 陽性 群(2同

トモ直 艇10mm以 下 テ示 ス〉二 比 シ、 其 ノ生 存

日藪 力薯 明 二 延 長 シテ居 ル.

3)次 二Koeh氏 現 象 ノ強 弱 ト生 存 日撒 ノ長 短

ト ノ關係 ヲ見 ルニ 、 第2圏 ノ如 クデ即 チK㏄h

氏現 象 ノ強 陽 性群(2回 検 査 シタ ウ チ 少 クモ1

回 ハ硬 結 乃 至 膿瘍 ヲ形成 シタ モ ノ〉 ハ弱 陽 性群
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第1圖R6mer氏 反 慮 ノ強弱 ト生存 日鍛 ト ノ關 係(實 験 其 ノー ノ成 績)
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タiぢ 昭■圏■■■■■ ■■ ■■■■圏 ■■■■■昭■■■ ■■■■■■昭ノ←7d

タノ3 2e3

(2同 トモ殆 ン ド硬 結 テ 認 メヌ モ ノデ實 ハ 陰性

群 ト樗 スペ キ モ ノ)二 比 シ、其 ノ生存 日藪 ガ著 明

二延 長 シテ 居 ル
.

〆

第4節 實験綜括

結 核 病 機 二 封 スル 結 核 「ラ クチ ン」ノ 影 響 ヲ24

頭 ノ家 兎 ヲ用 ヒ テ實験 シ タ トコ ・い 生 イr日藪 ラ

指 標 ト シテ 見 ル ニ、 「ワ ク チ ン」注 射 ハ幾 分 悪 影

響 ヲ 及 ボ ス カニ 見エ タ.叡 實 験 二於 テ 兼 ネテ

R6mer氏 反 鷹 ノ強 弱 及 ビK◎ch氏 現 象 ノ彊 弱

ト生 存 日藪 ノ長 短 ト ノ關 係 ヲ槻 察 シ 々 トづ ロ、

共 ニ ソ ノ強 陽 畦 ノモ ノ ・方 ガ弱 陽 陸 ノモ ノ ・方

窃 リモ生 存 日藪 ガ著 明 二延 長 シテ居 ル つ ト子認



372 苅部 箒過敏性謄質 ト結核 【第20巻

メ タ｡

第2章 實験其 ノニ

第1節 實験 目的

實 験 其 ノー峰 全 ク 同様 デ ア ル｡但 シ弦 デ ハ

R6mer氏 反 癒 桟 テ検 査 シ、Koch氏 現 象 ハ

之 テ襯 察 シ ナ カ ッ タ癖

第2節 實騎方法

第1項 實 験 動 物

R6mer氏 反 慮 陰 性 ナ成 熟 健 當 「モ ルモ｡,ト」29頭

テ探 リ、 之 ヲ實 験 其 ノ… 二準 ジテ次 ノ諸 群 二分

ケ タ｡

(甲)封 照 群 ギ結 核 感 染 ノ ミ>6頭

(乙)結 核 生 菌 「ワ ク チ ン」注 射 群

(生 薗 「ワ ク チ ン」0.1mg)

(丙)同 上

く生 菌 「ワ ク チ ン」0｡01mg)

〈丁 〉結 核 死 菌 「ワ ク チ ン」注 射 群

(死 菌 「ワ ク チ ン」1.Omg)

(戊)同 上

(死 菌 「ワ ク チ ン」0｡1mg♪

第2項 結 核 感 染

6頭

6頭

5頭

6頭

「グ リセ リ 物 寒 天 二約2ケ 月培 養 シタ人 型 結 核

菌 安 達 株 ノ1000分 ノ1mg宛 ヲ 以 テ、 昭和15

年9月13日 全rモ ル モ謹 」二封 シ右大 腿 内側 皮

下 二接 種 デ施 シタ.

第3項 結 核 「ワ ク チ ン」注 射

感 染 二 用 ヒ タ ト 同 … 菌株 ヨ リ調 製 シ タ生 菌 「ワ

クチ ン」或 ハ 加 熱 死 菌 「ワ ク チ ン」プ用 ヒ、 昭和

15年11月6日 ト同 年12月6日 ノ2同 二亙 リ反

復 シテ左 測 大 腿 内側 皮 下 二注 射 シ タ｡

第4項Rtmer氏 反 慮 検 査
な

實験 其 ノー ニ準 ズ ル.

第5項 實 験 期 間

昭 和15年9月13日 結 核 菌接 種 テ以 テ實験 テ開

始 シ、途 中驚 死 獣 ハ ソ ノ郡 度剖 検 二 附 シ、残 存

セ ル モ ノハ昭 和16年4月11日(實 験 開始 後210

日/二 屠 殺 剖 検 シテ實 験 ヲ終 了 シ タe

第3節 實験成績

先 ヅ本實 瞼 ノー 賢 表N示 セ バ第2表 ノ姐 ク デ ア ルレe

第2表 實験 其 ノニ夫 成結 ノー覧 表
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1♪ 生 存 日数 ヲ指 標 トシ テ各群 ヲ比 較 スル ニ、

封 照 群 ト實 験 群 ト ノ間 ニ モ又實 験 諸群 相 互 ノ問

ニ モ差 異 ハ殆 ン ド認 メ ラ レナ イ
.

21R6mer氏 反 慮 ノ強 弱 ト生イ1な日教 ノ長 短 ト 、

ノ關 係 テ見 ルニ、 第3圖 ノ如 ク デR6mer氏 反

磨 ノ強 陽 性群 ・・弱 陽 性 群 二比 シ(強 陽 ・性弱 陽 性

ノ1轟別 ハ實 瞼 其 ノー一ノ場 合 二準 ズ ル)其 ノ生 存

日数 ガ著 明 二延 長 シテ居 ル.

第4節 實験綜括

結 核 病 機 二封 ス ル結 核 「ワ ク チ ン」 ノ影響 テ29

頭 ガ モ ル モ調 」ヲ用 と テ實験 シ タ トコロ、生 存

日撒 チ指標 トシ タ範 園 デ ハ殆 ン ド ソノ影 響 ハ認

メ ラ レナ カ ツ タOf併 シコ ノ際 兼 ネテRむmer氏

翼

反 癒 ノ強 弱 ト生 存 日藪 ノ長 短 トノ關 係 テ観 察 シ

タ トコ ロ、 反鷹 強 陽 性 ノモ ノ ぐ方 ガ弱 陽 性 ノモ

ノ ・方 ヨ リモ其 ノ生 存 日薮 ノ著 明 二延 長 シテ居

ルレノヲ認 メ タe

'第3章 實験其 ノ三

第1節

豫 メ健康馬血清テ以テ非結核特異性二感作スル

コトニ因ヅテ家兎 ノ結核病機 ヲ左右 スルコトガ

出束 ルカ ドカウ テ見、 併ハセテ非結核特異性

懸

實験目的

「ア レル ギ ー」ノ強 弱 ト結核 病 機 ト ノ關 係 テ覗 ハ

ウ トスル モ ノテ アルの

第2節 實験方法

第1項 實験動物

R6mer氏 反鷹陰性ナ成熟健常家兎25頭 ヲ探 リ、

之テ次 ノ諸群二分 ケタ.

癖 研 製 健 康 馬 血llS1｡oc.c宛 テ用 ヒ、

群 二封 シ、 昭 和15年12月6日 ヨ リ12月31日

マ デ ノ間 ・・X3--4日 ノ間 隔 ヲ 以 テ 前 後7同 二亙

リ交 互 二耳 静 脈 内 ト腹 腔 内 ト∴之 ヲ注 射 シ、 昭

和16年1月5日Arthus氏 現 象 チ検 シ以 テ血

清感 作 ノ成 立 ヲ確 メ タ｡

第3項 結 核 感 染

「グ リセ リ ン」寒 天 二約1ケ 月培 養 シタ人 型 結 核

菌安 達株 ノ100分 ノ1mg菌 量 ヲ以 テ、 昭 和16

年1月7日 乙 群 拉 二丙 群 二封 シ耳 静脈 内接 種 ラ

(甲)封照群(血 清感作 ノミヲ行 フ)3頭

〈乙)封照群(結 核感染 ノミヲ行 フ)10頭

咽)實 験群(血 清感作後結核感染 ヲ行 フ〉 撫

12頭

第2項 血清感作

甲群蛇∴丙

施 シ タ.

第4項Arthus氏 現 象蚊 ニ
ひ

Rbmer氏 反慮 検 査

血 溝 感作 ヲ施 シタ甲群 拉 二 丙群 二封 シ、昭和16

年1月5日 二Arthus氏 現 象9検 シ、 更 二全 動

物 二封 シ、 昭 和16年1月13日 ヨ リ4月8日 マ

デ ノ間14日 毎 二1同 宛都 合7同 二亙 リ、Arthus

氏 現 象 拉 二R6mer氏 反 慮 ヲ・検 シ タeArthus

氏 現 象 ノ検 査 ニ ハ 血1青0.1c.c.テ 用 ヒ、R6mer

氏 反 慮 検 査 ニ ハ 「ツペ ル ク リ ン」5倍 稀 澤液0.1

c・c・ヲ用 ヒ、 脱 毛 セ ル腹 部 ユ於 テ、 前者 ハ 右側s

後 者 ハ左 側 二皮 内注 射 テ ナ シ、24時 間後 二於 ケ

ル 局所 ノ反 慮 テ検 ス ル.Arthus氏 現 象 ノ程 度

ノ・島所 ノ獲 赤 ・腫 脹 ・鮮 活 度 ・溢 血 ノ有 無 等 ユ ヨ

ツ テ次 ノ5等 二分 類 ス ルe

←・)無 反 感

(±)反 癒 痕 跡 的

(+〉 登 赤 ガ相 當 二廣 イ カ、 腫 脹 直纒10mm



第7號 】 苅部コ過敏性鱒質 ト結核 375

●

以 内 ノモ ノ

(十〉 嚢 赤 力相 當廣 ク且 ツ鮮 活 ナル カ、 腫 脹

直 径11-20mmデ 鮮 活 ナ モ ノ

(辮)腫 脹 颪 径21mm以 上 デ 隆 起著 明 且 ツ

鮮 活 ヂ/躯 盗 血斑 ラ有 ス ルモ ノ

Rδmer氏 反 鷹 検 査 法 二 就 テハ 實験 其 ノー 二準

ズ)レ

第5項 結 核 病 璽 ハ判 定

肉眼 的 ノ粗 大 ナ攣 化 ニ ヨラテ病 攣 ノ程破 ヂ匿 別

シタ｡先 ヅ肺｡腎 ・脾 ・肝 ノ諸臓 器 二就 テ 夫々 病

攣 ノ程 度 ヲ分 チ、 更 二諸 臓 器 ノ病 憂 ヲ綜 括 シテ

ノ程度 テモ分 ケ タ｡先 ヅ肺 臓 ノ結 核 病 攣 ハ之 ヲ

次 ノ5等r一 分 類 シタ｡

↓

紛

糟

(

(

(

(辮)

(柵)

病 攣 テ褒 見 シ得 ナ イモ ノ｡

粟粒 結 節 ガ僅 力2-3個 存 ス ル モ ノ｡

粟粒 結 節 ガ梢 ミ多 撒存 ス ル カ、 細 葉 性
へ

結節性病竈ガ少籔散嚢 スルモ ノ｡

細葉性結節性病竈 ガ梢 気多薮存 ス ル

カ、乾酪性肺炎竈 ガ部分的二存 スルモ

ノ｡

乾酪性肺炎竈 ガ多嚢 シ塾臓器モ著 シク
触

腫 大 シ テ居 ル モ ノ｡

腎臓 ニ ハ肺 臓 ト異 リ絵 リ著 明 ナ結 核 病攣 ノ・認 メ

ラ レナ イ｡結 節 ガ撒 個 壷 生 シテ居 ル モ ノ ラ(十)

トシ、 粟粒 結 節 ノ僅 力1-2個 嚢 見 サ レル モ ノ

テ(十)ト シ タ｡肝 臓 モ大 罷 腎 臓 二於 ケル ト同様

デ アル｡脾 臓 ニ モ絵 リ著 明 ナ 病攣iハ 認 声 ラ レ

ズ、 臓 器 ガ腫 大 シテ粟粒 結 節 ガ少 薮 或 パ結 笛 ガ

レ2個 認 メ ラ レル モ ノヲ(什 ノトシ、臓 器 力腫 大

シ テ居 ル ダ ケ ノモ ノヲ(十)ト シ タ.各 臓 器 病 憂

ノ綜 括的 詔…償 ノ、主 トシテ肺臓 ノ病 墜程 度 二檬 ツ

タ ゆ

次 二結核 病 攣 ノ牲 質 二就 テ ハ、肺 臓 乳組織 學 的

検 査 ニ ヨ リ、 定型 的 ナ粟粒 結 節形 成 或 ハ類 上皮

細 胞 集 積 ノ像 ヲ示 スモ ノヲ壇 殖 型 トナ シ、 乾酪

性 肺 炎 乃 至 落屑 性 肺 炎 ノ像 チ示 ス モ ノヲ滲 出型

トナ シ、 雨型 ノ互 二 移行 シ ヅ ・ア ルモ夫 乃 至 互

二混 合 シテ居 ル モ ノテ混 合 型 ト シ タ
.

結 核 菌 ノ数 ユ就 テノ・、 薮 個 誇 明 スル程 度 ノモ ノ

チ(十 ルトナ シ、 一 病 竈 中 二無 撒 二嚢 見 スル程 度

ノモ ノテ(冊)ト ナ シ、 ソ ノ中間 ノモ ノテ(升)及

ビ(・惜)ト ナ シ タ｡

次 二肺 病 竈 ノ結 締 織 繊 維 ノ檜 殖 歌 況 二 就 テ ハ

類 上皮 細 胞 層 及 ビ淋 巴球 層 内 二梢 ヒ著 明 二認 メ

ラ レー 部 乾 酪 化 竈 内 へ、モ侵 入 スル程 度 ノモ ノヲ

(什)ト ナ シ、 僅 カニ認 メ得 ル程 度 ノモ ノ ヲ(± 〉

トナ シ、 ソ ノ中間 ノモ ノテ(十)ト ナ シ タ.

第6項 實 験 期 間

昭 和15年12月6日 ヨ リ甲群 拉 二丙 群 二血 清 注

射 ヲ始 メ、 昭 和16年1月7日 二 乙群 拉 二 丙 群

二結 核 菌 接 種 テ行 ヒ、 昭 和16年4月16日 卸 チ

結 核 菌 接 種 後100日 目二全 動 物 テ屠 殺 剖検 シ以

テ實 験 テ終 結 シ タ｡・ 亀

第3節 實験成績

先 ヅ本 實 験 ノー 覧 表 ヲ示 セバ第3表 ノ如 ク デ ア

ルレo

叉實験動物 ノ肺・腎・脾・肝諸臓 ノ肉眼的所見拉

二肺臓 ノ顯微鏡的所見ラ略述 スレバ次 ノ如 クデ

ア ル｡

〔封照甲醐

605號:肉 眼的所見｡肺 臓二輕度ノ充血 ヲ認 メ

ル他、諸臓器二攣化 ガナイ｡肺 臓 ノ顯微鏡的所

見｡一 般二軽度 ノ鯵血 ガアリ、部分的ニハ相當
t

高 度 二達 シテ居 ル所 モ ア ル｡帥 チ小 蘂 間 ノ静 賑

管 腔 ハ籏 張 シ、肺 胞 中隔 ノ毛細 血 管 ニ ハ赤 血 球

ガ珠 婁嫡犬ヲ ナ シテ充 墳 シテ居 ル｡肺 胞 申隔 ノ、一

般 ニ カ ・ル毛細 血 管 ノ薇 張 ト而 シ テ叉 園形 細 胞

(主 トシ テ淋 巴球 ヨ リ 成 リ尚 ホ多 少 ノ 多核 白血

球 拉 二組 織 球 ヲ混 ズ ル)ノ 浸 潤 トニ ヨ リ肥 厚 シ

テ1,11ルガ、 所 ニ ヨ ツテ ハ更 二結 締 織 ノ繊 維 素 様

膨 化 ニ ヨ ツテ其 ノ肥 厚 ガ高 度 二達 シテ居 ル.爾

ホ肺 臓 全 般 二亙 ツ テ膨 脹 不 全 ト代 償 性 ノ氣 腫 ト
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第3表 實験其 ノ三 ノ成績 ノー覧 表
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ガ細 交 錯 シテ 居 テ券正 常 ノ構 造 ヲ示 ス祁 分 ハ

殆 ン ド存 在 シナ イ.

606號:605號 ト殆 ン ド同様ノ 所 見 デ ア7Uge

602號:他 臓 器 ニ ハ麩 化 ナ ク、 肺 臓 ノ所 見 モ大

艦605號606號 ト同様 デ アル ガ、鰻 血 ハ斑 歌

二 且 ツ高 度 二嚢 生 シ、該 島 所 ノ肺 胞 内 及 ビ之 轟

齢

交 通 ス ル ト思 ハ レルー部 氣管 枝 内 ニハ盗 出 シタ

赤 血球 ガ充 チ テ居 ル.

樹 照 乙 群 〕

607號;肉 眼 的 ニ ハ、 肺 臓 ハ大 イ サ稽 支増 大 シ

米 粒 大 乃至 大 箆 大或 ハ ソ レ以 上 ノ結 核 病 竈 ガ 多

数 二登 生 シ、 正 常 ノ組織 ハ僅 カ シ カ残 ツ テ/l}ナ

肇
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イ｡他 ノ諸臓器ニハ攣化 テ認 メナィ｡肺 臓 ノ顯

微鏡的所見ハ、細葉性 ノ病竈 ト小葉性融合性 ノ

病竈 トガアリ、 前者ノ・」曾殖 ノ結核結節 デ アル

カ、後者ノ・落屑性肺炎竈 デアッテ其 ノ中心部ノ・

既ユ廣汎且 ツ高度 ノ乾酪墜性二陥 ツテ居ル、併

シ邊縁部 ニハ類上皮細胞 ノ」曾殖蚊二淋巴球 ノ浸

潤 トガ見ラレル.病 竈二於 ケル結締織緻維 ノ檜

殖ハ輕微 デアル｡病 竈内結核菌ハ無藪二謹明号

レル｡病 竈外肺組織二於 ケル罷血及 ビ肺胞中隔

ノ肥厚ハ相當強イ｡

608號:肉 眼的二!・、肺臓ノ・大 イサ普通デ、粟粒

大乃至米粒大 ノ結核病竈ガ少撒散嚢 シテ居ル｡

他 ノ諸臓器ニノ・攣化 テ認 メナイ｡肺 ノ顯微鏡的

所見 トシテノ・、少撒 ノ細葉性増殖性 ノ結核結節

ガアツテ、 ソレラノ中ニハ中心部 ガ乾酪化 シテ

居ルモ ノモアル｡病 竈二於 ケル結締織繊維 ノ増

殖ノ・輕微デアル、結核菌ハ讃明サレナイ.毯 血

ハ輕度、肺胞中隔 ノ肥厚 モ輕微 デアル.

609號:肉 眼的所見e肺 臓ハ大 イサ普通デ、粟

粒大乃至小豆大 ノ結核病竈ガ 少鍬散嚢 シテ居

ル.他 ノ臓器ニハ墜化 ヲ認 メナイ｡肺臓 ノ顯微鏡

的所見｡細 葉性 ノ病竈 ト小葉性融合性 ノ病竈 ト

存在スルガ、細葉性 ノモノハ全 ク増殖性 ノ結核

結節デ、小葉性融合性 ノモノハ中心部ガ強 ク乾

酪痩性二陥ルモ、邊縁部ニハ類上皮細胞力檜殖

シテ居ル｡病 竈内二於 ケル結締織繊維 ノ檜殖ノ、

輕度デアル｡結 核菌ハ少数護明サレル｡病 竈外

肺組織 ノ鯵血ハ部分的二高度二達 シ、肺胞 内出

血 テ見ル｡肺 胞中隔 ノ肥厚モ相當高度 デアル｡

610號:肉 眼的所見｡肺 臓ハ大 イサ普通デ、粟

粒大 乃至米粒大 ノ結核病竈 ガ少数散嚢 シ、肺葉

邊縁 ノ各所二融合性 ノ病竈 ガ兇ラレル｡他 ノ諸

臓器ニハ攣化 テ認メナイ｡肺 ノ顯微鏡的所見.

小葉性融合性 ノ結核病竈 ガ少藪散嚢 シテ居 ル｡伽

ソノ所見ハ609號 ノ融合性病竈 ノソレト似テ居

ル.但 シ結核菌ハ多薮讃明サレル.鯵 血及 ビ肺

胞中隔肥厚 ノ駄態モ609號 二似 テ居ル｡

611:號 肉眼的所見e肺 臓 ノ大 イサノ・梢 丸大

デ、難 大乃至小豆大 ノ結核病竈 ガ多籔嚢生 シ

テ居 ル.他 ノ臓 器 轟 ノ、壁 化 ヲ認 メナ イ｡肺 ノ顯

微 鏡 的所 見 ハ610號 ノソ レ ト殆 ン ド 同檬 デ ア

ヌレ燈

621號:肉 眼的所見｡肺 臓ハ大 イサ普通 ノ約1

倍孚デ、大豆大乃至 ソレ以上 ノ大 イサノ結核病

竈 ガ纏 嬢 生 シテ居%他 ノ臓器ニハ慶化 テ認

メナ㌔ 肺 ノ顯微鏡的所兇 小葉性 ノ落屑性肺

炎竈ヂ、 ソノ中心部 ヨリ邊縁部 二亙 ツテ廣汎 エ

且ツ強 ク乾酪疑性二隔 リ、邊縁部 二稠密ナ淋巴

球浸潤ヲ認 メルガ、類上皮細胞 ノ檜殖ハ殆 ンド

見 ラレナイ.結 締織繊維 ノ壇殖ハ認 メラ、レ ナ

イ｡結 核菌ハ梢 支多撒 二読明サレル｡鰺 血及 ビ

肺胞中隔肥厚 ノ状態ハ609號 ト大禮 同様デアル｡

622號:肉 眼的所見｡肺 臓 ハソノ大 イサハ普通

デアルガ、鮒 大乃至大豆大 ノ結核病竈 ガ密嚢

シテ居ル｡貧 血牲 デアル｡腎 臓ハ雨側共各々薮

箇 ノ粟粒大結節 ガ甕生 シテ居ル｡脾 臓ノ・梢 ミ大

キイガ結節ハ 見 ラレナイ.肝 臓ニノ・攣化カナ

イ｡肺 ノ顯微鏡的所見｡細 葉性 ノ病竈 ト小=葉性

融合性 ノ病竈 トァル.ゴ細葉性 ノモ ノハ全 ク類上

皮細胞結節デアリ、小葉牲 ノモ ノモ大膿ハ類上

皮細胞 ノ集積 ヨリ成 んガ、所々乾酪攣性 二傾 キ、

又稀デハアルガ落屑性肺炎竈モアル｡結 締織 ノ

檜殖ノ、殆 ンドナク、結核菌ノ、無薮二謹明サレル｡

鯵血ハ殆 ンドナイガ、肺胞中隔肥厚ノ・極 メテ著

明デアル｡

623號:肉 眼的所見｡肺 臓ハ大 イサノ・普通 ノ約

2倍 アリ、大豆大内外 ノ結核病竈 ガ多登 シテ居

ル｡他 ノ臓器ニハ攣化ハナ㌔ 肺臓 ノ顯微鏡的

所見｡小 葉性融合性 ノ病竈ガ多嚢 シテ居ル｡ソ

レノ・落屑性肺炎ガ乾酪攣性ユ陥 リツ・アルモノ

デ、小葉 ノ中心部ハ特二乾酪化 ガ高度 デアル、

邊縁部 ニハ淋巴球及 ビ多核 白血球 ノ浸潤 ガア

ル、類上皮細胞 ノ嚢現ハ全然見ラレナイ｡結 締

織繊維 ノ檜殖ノ、殆 ンドナイ｡結 核菌ハ無撒二護

明サレル｡病 竈 ノ周園ハ肺胞ガ膨脹不全性ニナ

ツテ居 リ、且ツ醗血 ト園形細胞浸潤 トニ ヨリ中

隔ガ肥厚 シテ居 ル｡

624號:肉 眼的所見｡肺 臓ハ大 イサノ・普通、粟
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粒大乃至米粒大 ノ結核病竈 ガ散嚢 シテ居 ル、邊

縁部 デハ病竈 ガ融 合シテ居ル.他 ノ臓器ニハ攣

化げ認 メナ㌔ 肺臓 ノ顯微鏡的所見｡小 葉性融

合性 ノ病竈 ガ主デアルガ、粟粒結節モ小教黙在

シテ屠ルゥ小葉性 ノ病竈ノx623琴虎ノソレト殆 ン

ド同様 ノ所見〃示 ス.病 竈外肺組織 ノ歌態モ同

様 デアル.
ジ

626號:肉 眼的所見,肺 臓ハ大 イサ普通、粟粒

大乃至米粒大 ノ結核病竈ガ稽 ≧多藪散登 シテ居

ル.他 ノ臓器 ニハ攣化ヲ認 メナィゆ肺臓 ノ顯微

鏡的所見.細 葉性 ノ壇殖性結核結節 ト小葉性融

合性 ノ乾酪性肺炎竈 ト存在スル.後 者ハ複雑ナ

際 チ示 シ、即チ乾酪攣性二略 リツ ・アル落屑性

肺炎竈モアレバ、父乾酪圏 ノ外側二類上皮細胞

麟 及ビ淋巴球墜ヲ形成 シテ居ル所モアル.結 締

織繊維 ノ増殖 ハ輕度.結 核菌ハ讃明サ レナイ｡

病竈外肺組織 ノ羅血 ノ歌態ハ輕度、肺胞中隔 ノ

肥厚ハ著明デアル.

〔實験丙群〕

601號:肉 眼的所見｡肺 臓ハ右肺ガ瞥通 ヨリモ

梢 ミ大デァ肌 粟粒大乃至添粒 大 ノ結核病竈ガ

梢 く多撒散登 シテ居ル｡脾 臓ノ・大 イサハ曹通 デ

アルガ頼粒性ニナッテ居暢 其 ノ他 ノ臓器ニハ

攣化 ザ認 メナイ轟肺臓 ノ顯微鏡的所見｡細 葉性

及 ビ小葉性 ノ結核病竈 ガ孤立性二或ハ融合性ユ

散大 スル,細 葉性病竈ハ類上皮細胞層及 ビ淋巴

球暦 ヨリ成ル檜殖性結節デ アル.小 葉姓病竈 モ

之 ト同檬ノ構造 一ナ示 スガ、中心部 力乾酪攣性二

陪ツテ屠ル｡病 竈 ノ邊縁部殊二小葉中隔二結締

織繊維 ガ多少増殖 シ類上皮細胞層内 ヘモ延ビテ

居ル｡一 部 ノ乾酪化竈内二僅少 ノ結核菌ヲ諦明

スル｡病 竈外肺組織ハ局部的ニカナリ高度 ノ麗

血ガアツテ、毛細血管内轟赤血球充満 シ、静脈

ハ櫨張 シテ居ル ノミナラズ、溢出赤血球 一チ充 タ

シテ居 ル肺胞及ビ氣管枝そ少 クナィ｡鶴 血個 所

ノ肺胞中隔 ハ毛細血管 ノ籏張 ト淋巴球拉論組織

球 ノ浸閥∴ヨツテ著 シク肥厚 シテ居7レ｡

602號:肉 眼的研兄di肺 臓ハ大 イサ普通 ノ撒倍

大轟達 シ、大豆人或ハソレ以上 ノ大イサ ノ結核

病 竈 ガ密 嚢 シテ/・}ル｡腎 臓 ハ雨1則共1梱 或 ハ2

個 ノ粟 粒 結 節 ご ア ル.脾 臓 ハ 大 イサ 普通 ヨ リ

梢 嵐大 デ、 粟 粒 結 第 ガ少数 登 生 シテ居 ル.肝 臓

ニ ハ攣 化 ガ ナ イ.肺 ノ顯 微 鏡 的 所見.小 葉 性融

合 性 ノ病 竈 ガ主 デ、 細 葉 性 ノ病 竈 モ少 婁気鮎 在 ス

ル.病 竈 ノ構 遣 ハ601號 ノ ソ レ ト殆 ン ド同様 デ

ア ル、 結 結 織 繊 維 ノ檜 殖 バ カ ナ リ著 明 デ ア ル｡

結 核 菌 ハ無 藪 二誇 明 サ レル.病 竈 外 肺組 織 ノ鯵

血 ハ極 メ テ高 度 デ アツ テ、 廣 汎 ナ出 麺且竈 チ形 成

シテ居 ル｡

603號:肉 眼 的所 見｡肺 臓 ・・入 イサ普通 ノ約2

倍 デ、米 粒 大 乃 至 大 豆 大 以 上 ノ結 核 病 竈 ガ多饗

シテ居 ル｡他 ノ臓 器 ニ ハ攣 化 ヲ認 メ ナ イ.肺 臓

ノ顯 微鏡 的 所 見｡病 竈 ノ構i造ハ601號 ト同様 デ

ア ・レ.結 織 織 繊 維 ノ檜 殖 ハ精 く著 明 デ アル.結

核 蘭 ハ僅 少讃 明 サ レ ル.病 竈 外 肺 組織 ノ鰺 血 ・・

高 度 デ、 肺胞 二 血 清 子容 レル所 モ π ル.肺 胞 中

隔 ハ著 シ ク肥 厚 シテ 居 ル｡

604號:肉 眼 的 所 見｡肺 臓 ハ普 通 ヨ リ僅 カ ニ大

デ、 粟粒 大 乃 至米 粒 大 ノ結 核 病 竈 ガ少 教 散 登 シ

テ居 ル.他 ノ臓 器 ニ ハ攣 化 ヲ認 メ ナ イ農 肺臓 ノ

顯 微 鏡 的 所 見｡乾 酪 化圏 ト類 上 皮 細 胞 層 ト淋 巴

球 繕 トヨ リ成 ル檜 顛性 結 核 結 節 デ アル｡結 締織

繊 維 ノ増 殖 ハ不 著 明 デ ア ノし,結 核 菌 ノ、讃 明 サ レ

ナ イ.病 竈 外 肺 組 織 ノ優 血 及 ビ肺 胞 中隔 ノ肥 厚

ハ 中等 度 デ ア ル｡

612:號 肉眼 的 所 見｡1肺 臓 ハ 普 通 ノ約1倍 孚

デ、 粟 粒 大 乃 至米 粒 大 ノ結 核 病竈 ガ カ ナ リ多激

登 生 シテ居 ル、 腎 臓 ハ ソ ノー 側 二粟 粒 結 箭 ガ1

箇 アル麟 其 他 ノ臓 器 ニ ノ、礎 化 テ認 メ ナ イ｡肺 臓

ノ顯 微鏡 的 所 見｡601號 ノ所 見 ト殆 ン ド 同様 デ

ア ル.但 シ結 核 菌 ノ・無 薮 二 護 明 サ レ ル.

613號 二 肉限 的 所 見.肺 臓 ハ 大 イサ普 通 ヂ、 粟

粒 大乃 至 大豆 大 ノ結 核 病 竈 ガ梢 支多敷 嚢 生 シテ

居 ・%他 ノ臓 器 轟 ハ攣 化 ヲ認 メナ ㌔ 肺 ノ顯 微

鏡 的 所 見.肺 胞 ニー 致 シテ集 積 セ ル類 上 皮細 胞

ト肺 砲 中隔 ニー致 シテ浸潤 セル 淋 巴球 及 ビ多棲

白血球 ト轟 ヨ リ構 成 サ レ タ 圭曾殖性 病 墜 デ ア ヅ

テ、 廣 汎 ナ病 竈 二於 テ モ乾 酪 化 ハ小 範 園 二 止マ
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ツテ居ル.結 締織繊維 ノ増殖ハ軽微 デァル｡結

核菌ハ誇明サレナイ｡病 竈外肺組織二於ケル鯵

血ハ輕度デアルガ、肺胞中間 ・・淋巴球 ・移 核 白

血球 及購 職 球 ノ浸潤ニ ヨヅテ著 シク肥厚 シテ

居ル.

614號:肉 眼的所見｡肺 臓ノ・普通 ノ約2倍 大

デ、粟粒大乃至小豆大 ノ結核病竈 ガ多撒嚢生 シ

テ居ル.腎 臓 ハ雨側共粟粒大 ノ結節ガ1箇 乃至

2箇 存スル.脾 臓ハ稽 く腫大 シテ居 ル｡肝 臓ニ

ハ攣化ガナイ.肺 臓 ノ顯微鏡的所見｡小 葉性融

合性 ノ病竈 ガ主デ、細葵性 ノ病竈幸少撒 アル.

小葉性 ノ病竈 ハ落屑性肺炎竈デアッテ、 ソノ中

心部 ハ彊ク乾酪攣性二陥 ツテ居ルガ、邊縁部ニ

ハ稠密 ナ淋巴球及ビ多核白血球 ノ浸潤カアリ、

所ニヨツテハ類上皮細胞 ノ増殖ガ見 ラレル｡コ

ノ邊稼部ニノ・叉結締織繊維 が梢 ヒ著明二壇殖 シ

テ居ル.結 核 菌ハ多撒二謹明サレル.病 竈外肺

組織二於 テハ鰺血ガ高度デ、所ニ ヨッテノ・肺胞

内拉二氣管枝内二出血テ認 メル｡肺 胞中隔 ノ肥

厚ハ鰺血語二於 テ著明 デアル｡

615號:肉 眼的所見｡肺 臓 ノ大 イサハ・普通 ノ撒

倍大二達 シ、米粒大乃至大豆大 ノ結核病竈ガ多

藪嚢生 スル.腎 臓ノ・一測 二1筒 粟粒結節 ガ ア

ル｡其 ノ他 ノ臓器 ニハ攣化ハナイ｡肺 臓 ノ顯微

鏡的所見｡細 葉性 ノ病竈ハ概 ネ増殖姓 ノ結節デ

アル｡小 葉性融合性 ノ病竈ノ、中'亡・部 ノ小範園 ノ

ミ乾酪性攣化 テ示 シ、邊縁部 ノ廣 イ領域ノ・陳藷

ナ落屑性肺炎竈 デアツテ、肺胞内二於 ケル落屑

細胞及ビ滲出液ノ・孚バ吸牧サレテ萎縮セル細胞

ト繊維素網 トガ残 リ、代♂・リニ空隙 ヲ作 ツテ居

ル｡結 締織繊維 ノ檜殖ハ輕度デアル｡結 核菌ハ

無激二謹明サレル｡病 竈外肺組織 二於ケル骸血
一ハ毛細血管二在ツテハ左程著明ヂナイガ静腋二

在 ツテハ始メテ著明デアル.

616號:肉 眼的所見｡肺 臓 ハ大 イサ瞥通ゲ、粟
ヲ

粒大乃至米粒大 ノ結核痢 竈ガ少数散糞 シテ居

ル.他 ノ臓器ニハ慶化 ヲ認 メナイ.肺 臓 ノ顯微

鏡的所見｡全 ク定型的 ナ粟粒結節デアル｡結 締

織繊維 ノ増殖ハ認 メラレナイご結核菌ハ誇明サ

レナ イ.病 竈 外 肺 組織 工於 テ ハ鰺 血 ガ著 明 デ ア

ツ テ、 所 ニ ヨ ツテノ・肺 胞 内及 ビ氣 管 枝 内 二 出血

シテ居 ルの 肺 胞 中隔 ニ ノ、細 胞 侵 潤 ガ僅 カニ認 メ

フ レ ル ノ 丸 ア ア ル0

617號:肉 眼的所見｡肺 臓ハ大 イサ普通デ、米

粒大乃至小豆大 ノ結核病竈 ガ少撒嚢生 シテ居

ル｡他 ノ臓器ニハ慶化 ヲ認 メナィ.肺 臓 ノ顯微

鏡的所見e標 本内ニハ唯1箇 小葉性融合性 ノ病

竈ガ存牲 スルガ、 コノ病竈バー孚ハ落屑性肺炎

竈 ヨリ成 リ中心部 ハ乾酪攣性二陥ヅテ居 ・レカ邊

縁部ハ淋巴球蛇二多核白血球 ガ猪 二浸潤 シ、他

孚ノ・蜂窩状ヲナシテ檜殖セル類上皮細胞 ノ集積

ヨリ成 リ細胞ノ、梢 丸萎縮 二傾 クモ殆 シド乾酪攣

性 ヲ認 メナイ.結 締織繊維ハ類上皮細胞集積竈

二於テ稽 く著明デアル｡結 核菌ハ少敷護明サレ

ル｡病 竈外肺組織二於 ケル優血 ハ高度 デァル

ガ、肺胞中隔 ノ細胞浸潤 蛇二肥厚ハ輕度デア

ルレ0

618號;肉 眼的所見｡肺 臓ハ大 イサ普通デ、粟

粒大 ノ結核病竈 ガ少藪存在スル｡他 ノ臓器ニハ
糎

慶化ガナィ.肺 臓 ノ顯微鏡的所見.細 葉性 ノ病

竈ノ、淋巴球壁テ続 ラス類上皮細胞結節 デアル｡

コノ結節二近接 シテ肺胞内二類上皮細胞ガ充墳

シテ居ル所 ガアルガ、 ソノ細胞ノ・特二形ガ大キ

ク且 ツ脂肪攣性二陥サテ1南叶 見エテ殆 ンド基

質 ト核 トヨリ成 ル｡粟 粒結節 ノ他二廣 イ病竈 ガ

アツテ、 ソレハ普通 ノ結核性病竈 ト稽 ≧趣 キノ

異ナル特別 ノ像 テ示 シ、即チ鯵血セル毛細血管

ト、膨脹不全性肺胞内二於 ケル類上皮細胞 ト、

廣汎性ニ シテ殊二血管周園二稠宿ナ淋巴球浸潤

トニヨッテ構成サレテ居 リ、乾酪性攣化ル・全然

俘ハナイモ ノデァル｡結 核病竈内二於 ケル結締

織繊維 ノ増殖ハ輕微デァル｡結 核菌ハ読明サレ

ナィ.病 竈外肺組織 二於 ケル鰺搬 ハ 高度デア

リ、肺胞中隔 ノ細胞浸潤蛇二肥厚ハ相當著明デ

ア ル ⇔

619:號 肉 眼 的 所 見｡肺 臓 ハ大 イサ 普通 ノ約2

倍 デ、 大 豆 大 マ デ ノ結核 病 竈 ガ密糞 シテ居 ル.

腎 臓 ニ ハー側 二1箇 他 側 二数 箇 ノ粟 粒 結 節 ガ嚢
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生 シテ屠ル｡脾 臓ハ鞘 気腫大 シ、粟粒結節1～2

箇 アル.肺 臓 ノ顯微鏡的所見,肺 胞ニー致 シテ

糞曾殖セル類上皮細胞 ノ集積 ヨリ成 リ、小葉性融

合牲 ノ病竃ハ小葉 ノ中る・部ガ乾酪攣性二陥 ツテ

屠ル｡結 締織繊維 ノ檜殖ハ著明デアル｡結 核菌

ハ無数二諺明サレル｡病 竈外肺組織 二於ケル鯵

血ハ局在性デアルガ、併 シ相當高度デアル｡肺

胞中隔 ノ細胞浸潤並 二肥厚 ハ 比較的輕度デァ

ル芝!轡

第1項 馬血清感作 ノ結核病機二

及ボス影響

a)龍 重推移 ヲ指標 トシタ場合 ノ成績

實駿途中 ン昭祁16年3月 中旬 ヨリ飼料二供 ス

ルおか らガ不足スルニ至ツタタメ、全動物 ノ龍

第4表

重 ハ急 激 二滅 少 シ出 シ タ ノデ ア ルガ、 トニ カ ク

屠 殺 直 前 ノ4月15日 ノ測 定値 テ 以 テ 比 較 ス ル

ニ、 前 掲 第3表 二見 ル如 久 血 清 感 作 非結 核 感

染群(甲)ノ ・平均2209滅 少、 結 核 感 染 非 血 清感

作 群r乙 ハ・卜均4609減 少 、 血 清感 作 結 核 感 染

群(丙)ノ ・∠ド均3289滅 少 デ アル.即 チ醗 重 推 移

テ指 標 シテ見 ルニ、 馬 血 清 感作 ナ ル前塵 置 ハ結

核 病 機 轟好 影 響 ヲ及 ボ ス コ トニ ナ ル,
{

b)結 核病i墜ラ指標 トシタ場合 ノ成績

内臓 ノ結核病攣 ノ程度 ・肺臓 ノ結核病竈内二染

出セラレタ結核菌 ノ教・肺臓 ノ結核病攣 ノ性質・

肺臓 ノ結核病竈 ノ結締織繊維 ノ増劾程度ノ4項

目二就テ封照群(乙)ト 實験群(丙)ト ラ統計的二

比較 スルニ、次 ノ第4表 工見ル如 ク實験群(丙〉

結核感染 前 ノ血清感作盧置 が結核病攣 二及 ボス影響(實 験 其 ノ三 ノ成績)

ハ 封 照群(乙)二 比 シ、病 攣 程 度 轟於 テハ 大差 ナ

ク、 結 核 菌数 二 於 テハ 梢 丸少 イ傾 向 カ ア リ、 病

攣 ノ牲 質 二於 テハ壇 殖 型 二傾 ク モ ノ多 久 病 竈

ノ結 結 織 繊 維 二於 テノ・増 殖 傾 向 ヲ示 ス モ ノガ多

イ｡即 チ結 核 病 攣 ノ量 的 關 係 二於 テハ雨 者 二大

差 ガ ナ ィ カ、 ソ ノ質 的 關係 二於 テハ後 者 ノ・明 カ

ニ治 癒 機 轄 ノ充 進 テ示 ス(コ レハ甚 グ興 味 ア ル

所見 デ ア ヅテ、 將 束 更 二詳 細 ナ ル研 究 タ要 スル

問題 ト思 フ).之 ヲ要 ス ルニ、結 核 病 攣 ヲ指 標 ト

シテ見 ル 轟、 馬 血 溝感 作 ナ ル前 虚 置 ハ結 核 病 機

二 比 較 的 好 影 響 ラ及 ボ ス づ トニ ナ ル.

第2項Arthu9氏 現 象 ハ強 弱 卜

結 核 病 機 トハ關 係

a)艦 重 推 移 テ指 標 トシ タ場 合 ノ成績

結 核 菌接 種 ヲ 行 フ 流前(昭 和16年1月5日 ♪二

検 査 シ タArthus氏 現 象 ノ程 度 ニ ヨツ テ實験

群(丙)ヲ バArthus氏 現 象 強 陽性 群(帯 昔)ト 弱

陽 牲 群(十 ±)ト ニ分 ケ、 禮 重 推 移 ヲ指 標 ト シテ

雨 者 ノ間 工如 何 ナ ル 差 異 ガ ア ル カ テ 観 察 ス ル

ニ、 屠 殺 時 ノ膿 重 士曾減 ハ弱 陽性 群 デハ其 ノ5頭

4s均4929減 少 デ ァル ノニ封 シ強 陽 性群 デル・其

ノ7頭4!均2109減 少 デ ア ツ テ、 雨 者 ノ間 二相

當 大 キナ開 キ カ ア ル.コ レハ結 核 感 染前 二於 デ

個艦 ノ示 シ タ反 鷹 歌 態 二就 テ観 察 シタ ノデ アル

ガ、 翁 ホ結核 菌接 種後 二於 ケルArthus氏 現象

ヲ實 験 酢(丙)ノ ミナ ラズ封 照 群(乙)二 就 テ モ観

察 シ(乙 群 ハ血 清 感作 慮 置 ヲ施 シテ 居 ナ4カ ラ

嚴密 ニハArthus氏 現 象 トノ・云 ヘ ナ イガ、併 シ

血 清 皮 内注 射 ニ ヨ リ相 當 著 明 ナ局 所 反 慮 ヲ現 ノ・

ス)、 反 癒 ノ3同 検 査 成 績 ノ平 均 値 ニ ヨヅ テ 彊

陽性 群 ト弱 陽性 群 トニ分 チ、 屠殺 時 ノ艦 重檜 減

ガ雨 群 ノ間 デ如何 二差 異 ヲ示 スカ テ見 ルニ 、弱

陽性 群 デノ・其 ノ7頭 平均5349減 少 デ アル ノニ

封 シ、強 陽 性 群 デノ・其 ノ15頭 平均3199減 少 デ

ア ツ テ.雨 者 ノ聞 二相 當 大 キ ナ開 キ ガ アル、 之

ヲ要 スル …、 結 核 感 染 前 ノArthus氏 現 象 二就
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テ見 ルモ、 結 核 感 染 後 ノソ レユ就 テ見 ル モ、 ソ

ノ彊 陽 性 ナ モ ノノ、弱 陽牲 ナ モ ノニ比 シ、 竸 重推

移 ガ良 好 デ ァ ツ タ｡

b)結 核病 壁 ヲ指標 トシ タ場 合 ノ成 績

實 験 群(丙)ノ 結 核感 染 前 ノArthus氏 現 象 二就

テ観 察 シ タ成績 ノ ミデハ例 籔 ガ僅 少 工過 ギ ル カ

ラ、(a)=一 於 テ爲 シタ如 ク封 照群(乙)エ モ通 ジ

テ 且 ツ結 核 感 染 後3回 ノ反 慮検 査成 績 ノ平均 値

鵡就 テ統 計 的 観察 ヲ行 フ｡ソ ノ成 績 ハ次 ノ第5

表 二見 ル如 ク燈

第5表Arthus氏 現象 ノ強弱 ト結核病墾 トノ關係(實験 其 ノ窒 ノ成績)

病 攣 ノ程 度 二於 テモ、 結 核 菌 ノ撒 二於 テ モ、 病

漿 ノ性 質 二於 イ テモ、 病 竈 ノ結 締織 繊維 ノ増殖

歌 況 二於 テ モ、Arthus氏 現 象 強陽 性群5弱 陽

性群 ト ル間 二差 異 ガ ナ イ.即 チ結 核 病 攣 ヲ指 標

ト シテハ、Arthus氏 現 象ソ 強 弱 ト結 核 病 機 ト

ノ間 ニ ハー 定 ノ關 係 力見 出 サ レナ カ ツ タ｡

第3項R6mer氏 反慮 ノ強 弱 卜

結 核 病 機 トノ關 係

結核 菌接 種 後 約1ケ 月 目 ト2ケ 月 目 ト3ケ 月 目

ト都 合3同 二亙 リ封 照群(乙)ト 實 験 群(丙)ト ニ

就 テR6mer氏 反 慮 ヲ検 シ、 ソ ノ3回 ノ平 均値

第6表

ニ ヨ リ弓昼i反慮 君¥iト弱 反 懸 群(=ピ ー)ト ニ分 か ルレ｡

a)禮 重 推 移 ヲ指 標 ト シタ場 合 ノ成 績

屠殺 時(昭 和16年1月5日)ノ 龍 重 檜 滅 二就 テ見

ルニ、R6mer氏 反 磨弱 反 態群 ハ11頭 平 均465

9減 少 デ アル ノニ 封 シ、 強 反鷹 群 ハ11頭 平均

3109減 少 デ ア ツ テ、雨 者 ノ間 二相 常 ノ開 キ ガ ア

ル｡即 チ禮 重推 移 ヲ指標 ト スル ニ、R6mer氏

反 鷹 ノ強 イモ ノノ・弱 イモ ノニ比 シ其 ノ結 核繭 機

ハ良 性 デ アル トイフ結 果 ニ ナ ツ タ.

bル 結核 病攣 プ指標 ト シ タ場 合 ノ成 績

ソ レノ・次 ノ第6表 二示 シ タ如 ク｡

R6mer氏 反 磨 ノ強 弱 ト結 核 病 攣 トノ關 係(實 験 其 ノ院 ノ成 績.

R6mer氏 反慮強傷性群ノ・i弼陽性群二比 シ、病

髪程度二於テ梢 篭輕 イ傾向ガアリ、結核謙薮二

於 テモ少 イ傾 向 ガ ア リ、病 攣 ノ牲 質 二於 テノ・大

差 がナ イカ、 病 竈 ノ結 締織 繊 維 二於 テハ檜 殖 二

傾 クモ ノガ 多 クナ ツ テ 居 ル.之 ヲ 要 スルニ 、

R6mer氏 反 磨 ノ強 イモ ノハ 弱 イモ ノニ 比 シ、

其 ノ結 核 病攣 ハ梢 く輕 度 デ ア リ且 ツ治 癒 傾 向 モ

張 イヤ ウ デ ア,%1

第4節 實験綜括

馬 血 清 感 作 ナ ル前虜 置 ノ・結 核 病 機 二如何 ナル影.レ タ非 結 核 特 異性 「ア レル ギ ー」二基 クeArthus

響 ヲ及 ボ ス カ、 又 コ ノ馬 血 清 感 作 ユ ヨツ テ得 ラ 氏 現 象 ノ彊 弱 ト結核 病 機 トノ間 二 如何 ナ ル閥 係
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ガ アル カ、 叉結 核 特 異 性 「ア レル ギ ー」二 基 ク

R6mer氏 反 慮 ノ 強 弱 ト結 核 病 機 ト ノ間"#口 何

ナ ル關係 ガ アル カ ヲ見 ヨウ ト シテ、25頭 ノ家 兎

義就 テ實 験 ヲ 行 ヒ、次 ノ如 キ成績 ラ得 タ.

1)馬 血 清 感 作 ナ ル前 塵 置 ノ、、 艦 重 推 移 ヲ指 標

ト シテ観 察 シテ モ叉結 椀 丙攣 テ指標 トシテ観 察

シテモ、 ソ レハ結 核 病 機 二好 影響 ザ與 ヘ タ.

尊

2)Arthus氏 現 象 ノ強 陽 性 ノモ ノハ 弱 陽 性 ノ

モ ノニ比 シ、 結 核 病 攣 ヲ指 標 ト シテハ大 差 ハ ナ

イ ガ、 罷 重 推 移 テ指 標 ト シテ ハ其 ノ結 核 病 機 ハ

明 カニ良 好 デ ア ツ タ.

3)R6mer氏 反慮 ノ強 イモ ノハ 弱 イモ ノ轟比

シ、 膿 重推 移 ヲ指 標 ト シテモ又 結 核 病 痩 テ指標

ト シテ モ、 其 ノ結 核病 機 ハ良 好 デ ア ツ タ,

第3編 綜括虹二考察

第1章 綜 括

第2編 二述 べ タ三 ヅ ノ實澱 成 績 ノウ チ、「過 敏性

膿 質 ト結 核 ナ ル論 題 二直接 關係 アル部 分 ヲ綜 括

シテ述 ベ レバ次 ノヤ ウニ ナ ル｡

1)結 核 特 異 性 「ア レル ギー 」ト結 欄 肉機 ト ノ關

係

實験 其 ノー 及 ビ其 ノニ ニ於 ケ ル ガ如 ク、 家 兎叉

ハ 「モ ル モット」二就 テ 生 存 日籔 ヲ 指 標 トシテ観

察 シ、或 ハ 實験 其 ノ三 ニ於 ケ ル ガ如 ク、 家 兎 ニ

就 テ艦 重推 移 及 ビ結 核 病 慶 ヲレ指 標 ト シテ観 察 ス

ル ニ、R6mer氏 反 癒 ノ強 弱 或 ノ・Koch氏 現 象

ノ彊弱 ト結 核 病機 ト ノ間 ニ ハー 定 ノ關 係 ガ ア ツ

テ、 即 チ強 陽 性 ノモ ノハ弱 陽性 ノモ ノ ヨ リモ其

ノ結 核 病 機 ノ・良 好 デ アル ト見 ラ レル 成 績 彦 得

タ¢ 癒

2)非 結 核 特 異性 「ア レル ギ ー」ト結 核 病 機5ノ

關係
ダ

實験 其 ノ三 二於 ケ ル ガ如 ク、家 兎 二就 テArthus

氏 現 象 ノ強 弱 ト結 核 病 機 トノ關 係 テ見 ル ニ、結

核 病 攣 ヂ指標 トシテノ、一 定 ノ關 係 ヲ見 出 シ得 ナ

イカ、 艘 重 推 移 読指標 ト シテノ・Arthus氏 現象

ノ強 陽 性 ノモ ノハ 弱 陽 推 ノモ ノ ヨ リモ其 ノ結 核

病 機 ノ・良 好 デ ァル ド見 ラ レル成 績 ラ得 タ,

3)非 結 核 特 異 性 感 作虜 置 ノ結 核 病 機 二及 ボ ス

影 響 一

實 験 其 ノ三 二於 〃ル ガ如 ク、 家 兎 二就 テ馬 血 浦

感 作 ナ ル前 慮 置 ノ結 核 病 機 二及 ボ ス影 響 テ見 ル

ニ、 盟 重 推 移 ヲ指 標 トシ テ観 察 シテ モ叉結 核 病

攣 テ指 標 ト シテ観 察 シテ モ、該 麩 置 ノ・結核 病 機

∴好 影 羅 テ與 ヘ ル ト見 う レル成 績 ヲ得 タ.

第2章

臨 殊 的 研 究 ニ ヨツ テ 既 二護 明 シ得 タ如 キ「過 敏

性 艦 質 ノ結 核 病 機 二 封 ス ル良 牲 ノ規 制 」ガ叉 動

物 實 験 的 ニ モ果 シテ誼 明 出 束 ル デ ア ラ ウカ.

抑 く所 謂 過 敏 性 賜 質 トハ、 機 能 的 二見 ター 種 ノ

禮 質 類 型 デ ア ツテ、 刺 戟 二封 スル當 該 価 罷iノ組

織 ノ感 度 及 ビ反 慮 性 力普 通 ヨ リモ充 進 シテ居 ル

歌 態 テ イフ ノデ ア ツテ、 カ ・ル艦 質 ノ成 立 ヘ

… 方先 天的 二遺 傳 的 基 質 轟 ヨ ツテ規 定 セ ラ レル

ノ ミナ ラズ、 他 方 後 天 的 工種 々 ナ環 境 、 殊 二感

作 及 ビ其 ノ他 ノ攣 調 ∴ ヨ ツテ規 定 サ レル.印 チ

考 察
■

過 敏 性 鵜 質 ノ遺 傳的 基 質 ガ ア ツテ(遺 傳 型Geno-

typus),ソ レカ後 天 的 ナ 環 境 ノ影 響 テ蒙 ツ テ現

在 ノ過 敏 性賭 質(現 象 型Phaenotypus)ガ 存 在 シ

テ居 ル ワケ デ アル.

然 ラ バ過 敏 性 艦 質 ノ、具龍 的 二如 何 ニ シテ認 識 シ

得 ル デ ア ラ ウカ.余 ハ 「過 敏 性艦 質 卜結核 」(其

ノー一 二於 テ、 過 敏 牲疾 患 家 族 歴 ・同 自 己歴 ・皮

噛 描 叢 反 慮 ・「ツ ペ ル ク リ ン」皮 内 反鷹 等 チ 以 テ

該膿 質 ノ嶋 性 トナ シ、 コ レラ ノ/嶺生 ノ有 無 及 ビ

程 度 プ調 査 スル コ ト轟 ヨ ツテ、 過 敏性膿 質 ノ有
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無 乃 至 程 度 テ法 定 ス ル コ トニ シタ.

勲 物 二於 テ モ同様 ナ方 法 テ適 用 ス ル コ トガ 出來

ル デ ア ラ ウ カ｡動 物 二於 テハ過 敏性 疾 患 ノ観 察

ハ 困難 ナ コ トデ ア ツ テ、 從 ツ テ過 敏 性疾 患 家 族

歴 及 ビ同 自 己歴 ノ如 キ屡 性 ノ・舷 デハ 過敏 牲 禮 質

ノ認 識 二利 用 スル コ トハ 出 來 ナ イ｡皮 膚 描叢 反

慮 モ之 ヲ行 ツ テ行 ヒ得 ナ イワ ケハ ナ カ ラ ウガ絵

リ便 利 デハ ナ イ｡ソ レデ結 局結 核 「ア レル ギー」

二基 クR6mer氏 反 慮 及 ビKoch氏 現 象 、 非 結

核 特 異 性 「ア レル ギ ー 二基 クArthus氏 現 象 ノ

如 キ モ ノヲ以 テ満 足 シナ ケ レバ ナ ラナ イ｡

コ レラ ノ「ア レル ギ ー」性 反慮 ハ云 フマ デ モ ナ ク

後 天 的 ナ「ア レル ギー」二基 ク モ ノデ ノ・アル ガ、

コ ノ「ア レル ギ ー」ハ實 ノ・過 敏 性 髄 質 ノ現 象 型 ラ

規 定 ス ルー ツ ノ有 カ ナ 因子 トナ ル ベ キ コ トノ・前

述 シ タ通 リデ アル｡即 チ個 罷 テ 「ア レル ギ ー」牲
ヒ

ニ ス ル コ トハ個 禮 ノ過 敏 性 罷 質 テ補 強 ス ル
｡又

逆 二感作 ノ成 立 二向 ツテハ 匿 質 乃 至 遺傅 ガ關係

シ、過 敏 性鵠 質 ノモ ノニ在 ツ テノ・感 作 ガ容 易 デ

アル ト云 ノ・レテ居 ル｡換 言 ス レバ「ア ヒル ギー」

ト過 敏性 艦 質 トハ互 二因果 ノ關 係 二立 ッ ノデ ァ

ル｡サ レバ 「ア レル ギー」性反 慮 ノ強弱 ラ見 ル コ

トニ ヨ ツテ過 敏 性盟 質 ノ有 無 乃 至程 度 テ判 定 シ

ヨウ トスル コ トハ 必 ズ シ モ 不 合 理 デナ イ ト思

フ 勲o

併 シ コ ノ「ア レル ギ ー」性 反 慮 ノ強 弱 ニ ヨ ツテ過

敏性 艦 質 ノ有 無 乃 至程 度 テ判 定 スル コ トハ何 ノ

程 度 ノ確 實性 ガ アル カ｡コ レ テ推 定 ズル タ メニ

へ 「ア レル ギ ー」性 反 慮 ガ何 ノ程 度 ノ禮 質 的 要

約 テ受 ケ テ居 ル カ テ見 ル必 要 ガ アル｡ソ レニ ノ、

第 一 二「ア レル ギー」性 反 慮 ノ強 弱 二遺 傳 的規 制

ガ及 ンデ居 ル カ テ實 験 的 二謹 明 シ、第 ニ ニ 「ア ン

ル ギ ー」性 反 慮 ガ 過 敏 性 騰 質 ノ 病 歴 的 囑 性 タ ル

過 敏 性疾 患 自己 歴 ト密 接 ナ關係 ガ アル カ ヲ見 、

第 三 二各種 「ア レル ギー 」性 反 慮 ノ相 互 ノ間 二平

行性 ガ認 メ ラ レル カ テ見 レバ ヨ イ ト思 フ｡第 一・

二封 シ テハ未 グ之 ヲ見 テ ナ イガ、 第 ニ ニ封 シ テ

ノ・「過 敏 性罷 質 ト結 核 」虞 ノ三)二 於 テ 論 ジ タ

「ッベ ル ク リ ン」反 慮 ノ燈 質 的 要約 ニ ヨ ツテ謹 明

毒

サ レテ居 ル ト思 フ｡第 三 二封 シテノ、實 験 其 ノ…

及 ビ其 ノ三 ノ成 績 ガ示 ス ヤ ウニ、Rδmer氏 反慮

ノ醐 トK｡ch現 象 ノ鰯 ト釈 或ハAr偏s氏

現 象 ノ張 弱 トR6mer氏 反 磨 ノ強 錫 トガ大 盤 工

於 テ平 行 ス ル コ トカ ラ見 テ承 認 出束 ル ト思 フ｡

第 ニ ノ場 合 デ モ第 三 ノ場 合 デ モ平行 的 關係 力非

常 二密 接 グ 三 フ ワ ケニ行 カ ナイ ノノ、逡 憾 デ ア

ル ガ、 各 互 ニ ソ ノ要 約 ノ凡 テ テ等 シク シテ居 ル9

ワ ケデハ ナ イカ ラ止 ム テ得 ナ ィ ノデハ アルマ イ

カ｡ソ レノ、トニ角 ト シテギ今i述ベ タコ トカ ラ「ア

レル ギー 」乃 至 「ア レル ギー 」性 反 鷹 ノ・罷 質 的 二

要約 サ レテ居 リ、 從 ツ テ「ア レル ギー」性 反 慮 テ

検 ス ル コ トニ ヨ ヅ テ逆 二過 敏 性 禮 質 ノ有 無 乃 至

程 度 テ或 程 度 覗 ヒ知 ル コ トガ出 來 ル ト思 フ｡

扱 テ既 述 ノ實 験 成 績 カ ラ、 「ア レル ギー」性 反慮

ノ強 陽性 ナ個 盟 、 換 言 ス レバ過 敏 姓盟 質 テ有 ス

ル個 膿 ノ・、 ソ ノ結 核 病 機 ガ良牲 デ アル ト見 ラ レ

ル ノデ アル ガ、 ゴ レノ・方 シク臨 林 的研 究 ノ結 果

トー致 スル モ ノデ アル｡爾 ホ過 敏性 禮 質 ガ結 核

病 機 二作 用 スル機 序 二就 テノ・、 「過 敏 姓 艦 質 」一一

「一 般 反慮 性 ノ充進 」一 「活 議 ナ 抵 抗 性 」一 「結 核

病 機 ノ良 姓 」ナ ル 關係 ラ 想 定 シ テ 居 ル ノデ ァル

ガ、 之 ガ實 謹 ノ・將來 ノ研 究 テ侯 タナ ケ レバ ナ ラ

ナ ィ｡

第4編 結 論

家兎 或 ハ 「モル モット」ラ・用 ヒ タ数 例 ノ 實 験 ニ ョ

リ、 余 ハ次 ノ如 キ結 論 ヲ得 タ｡

R6mer氏 反慮 及 ビKoch氏 現 象 ノ如 キ結 核特

異 性 「ア レル ギ ー 反 慮 テ以 テ 見 ル モ、Arthus

氏 現 象 ノ如 キ非結 核 特 異性 「ア レル ギー」反慮 テ

以 テ見 ル モ、 「ア レル ギー」状 態 ノ強 イ個 禮 ハ弱

イ個 罷 ヨ リモ其 ノ結 核 病 機 ハ良 性 ニ経 過 ス ル ト

見 倣 スベ キ成 績 ヲ得 タ｡・

而 シテ カ ・ル 「ア レル ギー」歌 態 ヲ以 テ所 謂 過

敏 性 禮 質 ヲ覗 ヒ得 ル ト考 ヘ ラ レル ガ故 二 、 上述
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ノ成 績 ハ 「過 敏 性 禮 質 ハ 結 核 病 機 テ良 性 二 規 制

ス ルー 要 約 デ ァル」 トィ フ余 ノ臨 林 的 成 績 ニー

致 スル モ ノト考 ヘ ラ レル｡縣

文

1)苅 部 一衛,過 敏 性體 質ト 結 核(其 ノ 一).結 核

18卷,4腰,211頁 、昭 和15年4月.2)苅 部 一

衛 、 過 敏 性體 質ト 結 核(其 ノ二),結 核18巻.4號,

229頁,昭 和15年4月.3)苅 部 一 衛 及 勝 部 鎭 雄,

ノ

終 リニ臨 ミ御校閲拉二御教示ヲ賜 ツタ院長岩佐

博士・副院長渡邊博十・院長松村博十二深甚ナル

謝意テ表スル.

過敏性體質ト結核(

其ノ三).結 核19巻,7號,507

頁.昭 和16年 丁月.4)苅 蔀 一衛,過敏性體質ト結核

ぐ其 ノ四).結 核19巻,7號,512頁,昭 和16

年7月.
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